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l.まえカーき

T庁の種額は 30 数種に及ぶといわれておるが，利用上"/J'らは，北海道および東北地方に分布するネマガ

リダケ(学名 kのネマガリダ、ケ Sasa senanensis Rm-TD. およびチシマサ'-1j- Sasa Kurilensis MAKTXυ 

et SI-lIBNCA を含めたもの〉に注目しなければならない。この笹が，森材の撫育上著しい障害をなしてお

ることは明らかであるにもかかわら r. その旺峰な増殖力は. :j実滅を困燃とし，現在のところ，ほとんど

自然に放任のやむない状態にある t 現在までにその利用策，ことにその者積長の莫大なことからパルプ

あるいは繊縦板の原明として考えられ，一部工業化も i子われたのであるが，パルプとしての経済性につい

ての結論をうる主でにいたらずして工場株業は中止され，これが巷niJに誤りったえられてか，笹ノ川プ卒

業は不成功でどめだというように関係者間にも喧伝されるようになってしまった。

しかし今日までに，そのパルプについても充分研究1)のりされたわけでなく，訟積豊かのことのみで，あ

るいは，ー工場の短期事業経験のみで，笹ノ勺レプ事業の前途を判断することはできないのである O われわれ

はここにおいて，笹パルプの系統的研究を行い，それに基いて，他のパルプ原料と比較し，どの税度の資

源的何値があるかを知リ，経済制\j値判断の資料をうるべく，あえて本叶究を行ったのである。もちろん，実

験室の研究結呆のみで，その総休刊何値は判断できないが，すくなくともその前駅研究として，まず行わ

れしなければならないこ乙がらである i

本研究は製紙Iflベ JI-プとしての特性を究めることとし，入級mパルプについてはふれなかった。

2. 供試材料について

2.1 物理的測定

供試材糾l土，秋川営林局毛馬内営林署管内産のネマガリダケをj日し、た u その生育年数はたしかではない

が，だいたい 6 年生までのもので. 1 年生(当年生)のものはHll.、なカ、った。

容偽t1fHi 0.44~0. 77 で，三l三育年数に比例して，大きくなる傾向があり，平均 0.56 を示したり

稗の長さはだいたい 2m 内外で，肉厚は 2~6mm で，これは基部の方ほど厚く，平均 4mm. 直径は

平均1. 5cm (全干~の 1/2 のところの測定値〕であったっ繊維長については 4.4 項に示した

2.2 化学的組成

試料は校を落し，奨鞘の部分を取り除いた茎科を鋸挽し， えられた材粉を簡にかけ. 60~80 メッシユ

の部分を分析用試料とした なお，全梓，維管東部および基本組織部別に分離したものについても行ったー

しかし，これは完全に相互を分離することはできなかったので比較的の数字にすぎない。なお，分析法は

(1) 林産他学部ベノレプ及繊維板科長 (2) (3) (5) (6) 林産化学部ノミノレプ及繊維板科ノミノレプ研究室員 (4) 元同研究室員
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Table 1. Chemical Composition of Bamboo-grass (%) 

Sample 
Stem loint 

Fundamental Fibrovascular 

Component 
tissue bundle 

Ash 1. 93 L38 L57 1.49 
Alcohol-benzol 

5.65 
extracts 

5.42 2.71 3.22 

I%N旦OH extracts 31.25 30.78 28.59 33.90 

Lignin 23.38 23.61 24.12 24.89 

Pentosans 26.68 29.41 27.14 28.56 

Cellulos巴 50.76 49.41 53.58 46.17 

Uronic acid 3.84 2.69 3.41 3.85 

木材分肝法竹によったコその結果は T日ble 1 に示した勺

卜ー友をサ定木材と比【絞すると .Ik分. 1由J日物ペント{ザン等が多く 1) ，，'ニンは針葉樹と広奨樹との中

1111程度，その仙の成分は著しし、十IL;皇は必められない。

î<<i川工 iltiH l!;'\jlよりややペントーザン多く. ffili:管東は基本組織より 1 %NaOH 拍出物がかなり多0'0 既

往の文|恨ののと比較すると，ペントーザン. 1 %NaOH ;j出品物がかな，)多く，また，市ロン l喰を相当長合

有することが明らかとなった}

3. 蒸解試験

ねlをEE没後，長さが~ 3cm ね皮に切断して蒸解試験!日チップとした J

J!it::法としてゾ{グ法. M[i'即伝法およびrI"性 rll\硫酸ソ{ダ法の 3 つについて行った斗

3.1 ソーダi去

3.1.1 9j~，日添加率と混度の影響

薬品添加率を絶乾チップに対し. 5 %. 10%. 15% および 20% の 4 種とし，また，温度は 150'C.

160'C および 170'C の 3 種，蒸者:時間は 5 [時間に一定して蒸煮し，パルプの1た燃は，損失を皆無とする

ために，定前J:総紙を j 日 L 、て行ったのなお，液fヒは全試l換をiill じ絶乾チップ 1kg に対し 3.51 の割合にー

Table 2. Effect of chemicals added and temperature on the properties of 

Bamboo-grass soda pulp. 

ExptChemicals 中emo. Time I Yield ~~， ; Pentosans I L N0. -added i e m p . 1 m e  etRoe  No.l entosansIgnm 

% 1 OC hr % % % 

15 5 150'C 5 81.9 20.5 I 26.01 25.62 

16 10 ググ 7L5 16.2 26.07 21.82 

17 15 グ 59.7 12.6 27.49 14.58 

17' 20 'l f/ 60.8 - 31.35 3.25 

18 5 160 0C グ 77.5 19.3 21.84 27.35 

19 10 ググ 69.6 14.5 24.37 23.25 

20 15 ググ 57.0 10.0 27.53 11.14 

20' 20 グア 49.3 2.2 29.50 2.80 

21 5 170"C グ 7 1. 1 18.9 8.17 30.36 

22 10 グ 67.9 14.8 1 23.53 1:'>.23 

23 15 N N 55.5 11.7 25.42 14.24 

23' 之 o N ff 44.7 - 25.39 5.77 
一ー一一一一一一一一一一一一一
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定して行った

かくして，えられた y てノL プについては，収ギを以1J'kするとともに，ペント{ザン， リグニンおよびローエ

frlITを常法によって測定した

そのあI;朱は Table 2 のとおりであるつ

11可決によって知，)うるふとは t足度および時lI ilを~1Ëとし，薬品の添加|三与をかえた1必合の効果l土，各温

度ともに，その増加につれ，収率は減少し，成分(I'Jには，ペント{ザン l土多少増加1 し， リグニンは著しく

減少した。ベントーサ、ン含有~増加は， リグニシの減少がきわめてはやいために，ペントーサ、ン絶対量の

減少にかかわらず，百分率:J増加する結果となった

つぎに，添加率の効果をみると， 596 区では. NaOH 量不足となり， このため廃液は酸性を.li~:する iこ L 、

たった 1096 区では，終始アルカリ悦で，反応に必要な最fJ~ NaOH w:は， 5 ~i と 109b との中間にある

ものと考えられる J なお ， 59ó 区では， リグニン%とロ.- _1"二制lî との関係が，普通には正比例的関係にあ

るべきものが逆関係にあり，これは液がIDfIN'tーとなったために， リグニン以外のおそらくは炭水化物のよう

なものから;一次的，~ 72%H2SOh に不出の， リ F ニン部として定量されるものを生じたためと考えられ

る二脱リグニンをパルプ化の桁擦として考えた場令に，木村・より少長のアルカリで充分、でありり. 15% く

らいが適当とおもわれる

3. 1. 2 温度と時間の影智'

先の実験で. NaOH 量は . 159� f!i\度でだL 、たい充分であるという見とおしをえたので，さらに温度と

時間を斐化させた場合の影法'を検討した J その結!lミは Table 3 のとおりである c

Table 3. Effect of cooking t巴mperature and time on the properties of 

Bamboo.grass soda pulp. 

Ex削q

0仏.|?%6 己 C l h r.7411  F41%  

15 100 1 68 , 6 15.2 27.82 25.61 

2 3 68.4 12.2 28.32 13.11 

3 6 65.2 11.0 28.71 12.71 

4 130 64.5 10.6 28.71 11.06 

5 " 3 63.3 8.5 29.15 11.81 

6 6 63 , 9 8.4 27.21 10 , 45 

7 160 57.5 9.1 29.19 日 .89

日 3 56.5 8.0 27.17 8.49 

9 6 56. ヲ 7.8 27.10 9.79 

この結:!tとによると，温度と時IHIの増加は主としてリグニンのì:;~WをliEんにするが，ペントー lf ンに対し

ては，それほど著しく作用しない三生成ノミルプ中の〈ントーサ、ン量は，原料中のそれと大差はない。木材

と著しく異なるこ主ほ，組織の密度が木材よりはむしろ硬質であるにもカ必わらず. 100'C のようなソー

ダパルプ@化の条件としては， 著しく低温でもかなりの程度にパルプ化ができることである c 木材では，

1000C 程度では NaOH 量を 25% とし，反応、時聞を 6 時間以上に延長しても，ほとんどパルプ牝できな

い。高温度の効果は，笹では木材ほど顕著ではない二これは，笹ではNaOH15% 添加. 100 ニ C で 3~6 時

間蒸予言、税度で，すでに製紙府ベノL プとしては相当反応が進んでおり，その後は緩慢な反(G，過転にあると考

えられるコゆえに，笹のソーダ法によるパルプ化は比較的温和な条件で行うことができると L 、えように



第 81 号林業試f験場研究報告- 98 ー

硫酸塩法3.2 

薬品添加率と温度の影轡3.2.1 

薬品添加率は， NaOH および Na2S を Na20 として計算し，試料の~7k物量に対する%で表わした。

その結果は Table 4 のとおり

Pentosans I Lignin 
。ノ ()I
-/0 /,0 

29.20 9.38 

29.56 3.32 

30.27 2.11 

25.57 12. 己5

28.74 2.58 

27.34 1.27 

24.00 15.04 

26.03 6.89 

24.62 3.17 
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5. 斗

2.3 

また，硫化率すなわち Na2SjNaOH+ Na"S は 30% に一定して行った

Table 4. 
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一般の木材の5 r尋問の条件で，上表中ロ{エ11mおよびリグニン:最から判断し，添加l半 10% ， 150'C , 

150 、 C ， 5 添加率 15% ，グラブトパル 7'1''，:\皮まで蒸完全でき，また，易漂白パルプをうる条件としても，

しか木材にくらべて蒸解しやすいという点はソ{ダ法よりもなお一層顕著て、あるの向指iで古分である。

ゾ -l，tパルプと同じようにm~ リグニンの速度がはなはだ早いたし，ベン・ト{ザン含有量はきわめて多く，

め，絶対仰は減少するに泊、カミわらず， 1計上率は増加しているつ 10%区において，高温になるにしたがい，

リグニンおよび口{エ価が高くなっているが，これは 10% では，アルカリ量が反応生成物の酸を中和す

リグニンのような物質を生じたためと解釈される〉この点るに不充分なため，液がしだいに酸性になり，

から硫限噛法のアルカリ添}J11!拳は， 15% くらL 、が適当と考えるコ

温度と時間の影響

以上の実験結栄より， 15% の添加l半の場合を選び， 100c C , 130υC および 160 C の 3 種の温度につい

3.2.2 

Pentosans I Lignin 

% % 
28.89 11.63 

27.83 8.80 

29.45 8.07 

32.19 6.42 

32.59 3.64 

32.11 3.21 

30.78 4.01 

27.09 6.73 

26.34 6.71 

Effect of cooking temperature and time on the properties of 

Bamboo-grass sulphate pulp. 

Time Yield 

hr.l f� 

1 67.3 

3 61.8 

6 59.7 

1 59.0 

3 55.8 

6 53.8 

1 53.4 

3 50.0 

6 47.0 

Roe No. 

10.6 

6.9 

6.3 

6.0 

3.2 

3.1 

3.4 

5.3 

6.1 
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て，時間jを1. 3 および 6 時間に~化して行った。

温度と u寺聞の影悼の結果は，Table 5 のとおりである二なお，硫化率はすべて 30?1) とした z

同表から判断して，薬品添加!率を 15~6 と Fれば， 100'C のような低温でも，木材クラフトベノレプ干\U芝

にまで蒸煮は容易に進行する ε130"C では， 3 時間以上で，ローエ側より判断すれば，易漂白クラブトペ

ノレプ税皮に蒸煮しうる 160'C では蒸煮時間の延長につれ，ローエ和Hおよびリグニン量は収率が減少する

にかかわらず塙加する〉その原因については，以上の実験結果のみではあきらカもでないが，おそらく液の

酸性化による笹成分，特にペントーザン恕lの度化に起因するのではなかろうかと想像される c

3.3 中性亙硫酸ソーダ法

笹のパルプ化は， LLf:-.のソー〆法およびクラフト法の結果からあきらかのように，木初特に針英樹材に

くらべて非常にTIJ)Jである v 近年広葉樹材に文n ， r.þ性!ffi硫般ソーダによるセミケミカ }""l袋が適当な /1\ヲ立

法として発達してきたが，この方法は， -jj庄のようにその成分力、らみて針葉樹よりむしろ広葉樹に近似して

いるものにも過するものと考え，この方法によるパルプイヒを試みたっ

3.3.1 薬品添加率と温度との影響

原桝の笹に対し，薬品添加i率を 1596 ， 209i および 25%，温度・は 160 C , 170 C および 180 C C の 3

1震とし，蒸帯、時間は 5 時間に一定して行ったコその結果は Table 6 のとおりである

Table6 によって、1'11断すると，三返品添加率 15% では，液は蒸煮の進むにつれ酸性となり，したがって，)1見

リグニン以とにへきセルローズの加水分解が急速となり，ために収率が低下するが，そのR与の割合には

不良パルプを生成する " 20~C; においても高温となるにしたがい，この傾向は大となる二 160'C で 5 時間

Table 6. Effect of chemicals added and temperature on the properties of 

Bamboo.grass neutr司1 sodium sulphit巴 pulp.

added 
Temp. Time Yield 

Roe No. 
I Pentosans Lignin ENx0p. tl| Chemicals 

?匂, 合 C ~i r;� '16 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

15 161コ 5 64.0 14.7 23.88 

20 60.4 8.9 29.83 

25 " 'l 57.2 6.8 28.56 

15 170 57.0 15.8 14.73 

20 53.0 13.2 18.12 

25 51.9 8.2 23.11 

15 180 51.5 18.5 1.18 

:0 49.2 16.9 7.17 

t戸、:コv 48.3 11.4 14.72 

Table 7. Effect of cooking temperatur官 and time on the properties of 

Bamboo.grass neutral sodium 叩lphite pulp. 

16.23 

6. 日)

5.69 

18.93 

12.53 

8.14 

24.59 

19.29 

12.23 

I Chemicals 宅~pt・ Vl~dd~da，，;， Temp. Time Yield Roe No. Penωòans I Lignin 
"'V・%っC hl". %9i ~ó 

10 25 165 。 83.66 16.31 30.94 13.56 

11 66.66 12.70 29.11 8.81 

12 ア 2 61. 50 8.82 27.51 6.61 

13 4 56.30 4.41 28.08 ふ 75

14 B 50.70 4.60 26.04 5.84 



-10U- 林業試験場研究報告第 81 号

:j!，\皮がJf}t:j出と:考えられる二

3.3.2 温度と時間の影押

上述の笑Jz嚇占来より， 中性H !i，M[股ゾーダの単独蒸;ti:の場合は， 反応:液を酸性化させないためには最低

20% 必要であって，本実験では 25% のものにつき蒸沼、温度および時間をかえて行ったc 実験温度は侃

合上 165 C C のみについて行い，その結果を Table 7 に示す

この炎から判断して，蒸煮、時l1iJは，添加率 25% ， 165'C 蒸煮の場合は， 生成パルプのリグニン長から

みて，求刑で使Fげするパルプの場合は 2 時間，また，漂白m としては 4 [1寺山l くらいが適当と考えられる。

しかし， いずれもペント{ザンが著しく多いので紙質に特別な影響があるのではなかろうかと考えられ

るj これについては後にのべることとする。

3.3.3 穆透回収法による中性W\硫酸ソ{〆p':~jIJ!r

以上の巾性国HÎfJêl喰ソーグ法の実験におし、て，蒸者:廃液はそのつど廃棄し， bJ1Cil新薬液を j日し、たが，薬液

の仰がJ，蒸折、時nnの短縮などの点力、ら，特に浸透凹収i去により実験を行ったっ

この方法は従来JJ~奨f，ifjのパノレプ化の一手段として，おもに高以率のパルプ，たとえば段ボーノL原紙m ノりし

プの製主に利用されてきた方法で、あって，その大要は，はじめに高濃度薬液を使用して惨透を光分にし，

j多透終了後余分の楽液を抜き取り，これに温水を追加するか， または.iJ}1JI1することなく蒸うちーしてパルプを

うる方法であるっ抜き取った液は，次の蒸煮、に薬品を nlì強して再(il! J刊する

本実験においては，蒸苦手;液の繰り返し使用を 11"1 とし，廃液使丹J限度と茶JJ:の消費の関係などについて

検討した 3 えられたバルプの強度試験については別にのべる平

試験の方法は 3.3.1 および 3.3.2 の試験と異なる点が多いので，それについてのベる。まず，蒸芳;条

件は次のとおりである。

蒸投チヤプ;畳. •• .300g (無水物) チヅプの水分半 12.5%

蒸t，í:液

Na~SO:l 添加率.. • •.• • .209� 

NaHCOa ケ ........5%

11主 Jt.... .目・・・目 ..1: 3.5 

Table 8. R巴SllltS of nelltral sodiul11 sulphite 

Na~SO:J quantities (g) pH 
Expt. No・ 1 で」

in liquor !_ .c_~~t.. ，，~，_~_ l recovered i in fresh l即日 coo[.山g liqllor liql町 recovered waste liquor 

60.0 8.8 8.6 7.8 

2 18.3 41.7 8.6 8.4 7.4 

3 20.0 40.0 ,/ 8.2 7.4 

4 18.6 41.4 ,/ 7.4 

5 19.7 40.3 8.0 7.2 

6 21.0 39.0 7.8 

7 19.5 40.5 ア 7.6 

40.0 8.0 

9 20.4 39.6 グ 7.8 

10 18.3 41.7 7.4 

11 18.6 41.4 " 
一一一一一一一一一
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なお， pH の低下防止の

ための緩衝斉11 として，今ま
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での実験には特に1日 L 、なカ=

f レープにより蒸煮し，汁

クより冷却加を jjfi して f=f

い，その pH，比重， Na3SO:1

ニ{ダ~ (入手打j月アルカリ

iJliJ定は Wulff 氏箔比色汁

技き(蒸煮途中でJ蒸者:液を

を月j~ 、たり収率 i l:パルプを

伐存長等を測定したιなお3

技きとること〕は下部コツ

ステンレスí1!~ 41 ;Iオート

った NaHCO" を用いた

ワ5 J '+ 
Time Ihrs) 

l ハν

0

・

セノレロ{スの jlj~織機)で30

分間kJIHIlし，同IHlf~機て ßJ干繊
Co口king di司gral1l in neutral sulphite pulping of 

Bamboo-grass. (il1lpregnation method) 

Fig. 1 

し，さらにフラットスクリ

これを115~7k，乾燥，秤量したものであるつなお， i吃ì(~~はすべて 100 メ戸ン (10/1000 in) により精選し，

その結果は Table 8 のとおりである~γ シユ簡を 11J ~、て i子った

第 8](をみるに，収率については 45~50% を示し，第 1 回から第 11 凹まであまり増減はなく，ほと

しかし，パルプの色は四を重ねるにつれ問カ hずつではあるが青色が増すようであるコんど同様であった

ローエf聞は最初]の 1 回以外はあまり度化はみられなかった〉廃液の比走は若干増すようである また， I司

収液r[l の Na'JSO:l濃度もあまり増減な<， NaJSO:l の l吸収には炭化の少ないことを示していると考えられ
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る Na2S0:< の消費率はが-] 13.5?昔前後てあったっ

4 の会I~ill終結果から，短H寺il lJの蒸労:ιおいても，パルプのロ~ -"'-j!lijl.i;広葉樹のそれより割合低いことが判

明する。

以上で一応パルプイヒ試験の項を終るが，笹のパル 7'化は木材にくらべて，主幹i二パノレプ化すること，すな

わち，単級料「イヒは比絞的容易で，使111菜!171量は少量でたり，蒸煮湿度はj!í:i昆，かつ蒸煮日当 i白も短時間で充

うIであるミとがわかった》生成されたパルプは，リグニン少なく，ペントーザンに包むとし、う特徴がある

4. 未晒パルプの紙力試験

ぷ解試f娩i法;;r~を参考として，凶当な条件にてパルプ化し，えられたノミノレプにつき紙力試験を行ったνなお，

試料の笹チツフ・は日lj';i\のパルプ強度に対する影響を考慮して，節1111部と節加とにわけ，さらに筒j間部につい

ては微細細胞の影響を考慮してパルプ化後印メッシユ簡で水rl~術分けしたものについても紙力試験を行

ったJ 木材パルプと比絞のため，アカマツおよびプナパルフ・の実ii6tもあわせて行った。さらに，笹ペノレプの

総括iji の形態的特徴をも考え，その強度におよぼす影響をしるためい. lí相殺塩法パルプについて各メッシユ

ごとに紙力試験を行った J なお，最Lí::J]試験の方法は TAPPI ì袋によった3 ただし，ベルプの処Iqlはボール

ミルとランペンさんの向者をHH 、 fニー

4.1 ソーダパルプ

試.!Ðt結果は Fig.2-1 より Fig. 2-7 に示すとおりである。

紙の強度は. )(4jlf~皮が進み.lJì1.リグニンがよくなるにつれて一般に増加するが，ローエ何が 14 程度では~~J

く 9 より 2 まではあまり大差ないので，した

~f'" U がって J~ 〆法では. NaOH 使用量は 159'ó 内
引 I~， 外で 160 二 C. 5 時間蒸煮により紙力は最高近く
~I Ei 
H81~ のパルプとなるようである c 叩解度と強度との
畠

5", 

+ .. 4DO 

';0 

'" 

E ト'"

戸~丘二』こニニニー『
j ~ .~ ~ ~ 

fr・ .n・ 56 (S , R.1 

Fig. 2-1 The relation between the str官19th

and freeness in soda pulp prepared from 
Bamboo-grass (excepted joints). 

Cooking condition 
NaOH added 10%. temp. 160oC. tim巴 5hrs.
liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 71.4%. 

Roe No_ 14.2 

関係は叩~J!f.度 50合 S.R. 付近で引裂度以外は最

高を示したo j:[O IlJ]i'\ill主節l'il lにltべて同一蒸解条

件で良質のパルプを与えたc

全得ノてルプではアカマツおよびプナゾ{ダパ

ルプと比べると紙力l土木11当 JJっている。

:í1rmnj1ちから造ったパルプより柔細胞のような

短IJ、細胞を除くことにより，パルプ収率は著し

く減少するが，紙力特に耐折度はかなりよくな‘

る。

4.2 硫酸塩法

試験結果は Fig_ 3-1 より Fig.3-7 に示

すとおりである c

蒸解度の進むにつれて一般的に紙力は上昇

し，特に耐折度において著しいc

同一蒸解度ノ~Jr..- プにおいて叩解度と紙力との
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Fig. 2-4 The relation between the strength 
and freeness in soda pulp prepared from 

Bamboo.grass (joint part). 
Cooking condition 

NaOH added 15% , temp. 160と C ， time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 57.69五，

Roe No. 1l.2 
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Fig. 2-3 The relation between the strength 
and freeness in soda pulp prep訂ed from 

Bamboo-grass C exc巴pted joints). 
C∞king condition 

NaOH added 20% , temp. 160o C, time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 49.5% , 

Roe No. 2.2 

" .. 
100 

'0 60 'lG 

Fr・enuø (S.R.) 

Fig. 2-2 The relatio11 betwe巴11 the strength 
and freeness i11 soda pulp prepared from 

Bamboo-grass C excepted ioints). 
Cooking condition 

NaOH added 15% , ternp. 160ハ C ， time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5L/kg. Pulp yield 54.7% , 

Roe No. 8.7 
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Fig. 2-7 The relation between the strength 
且nd freeness in soda pulp prepared from Red 

pine CAkmnatsuJ. 
Cooking condition 

NaOH added 15% , temp. 160c C, time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L!kg. Pulp yield 69.6?ふ，

Roe No. 13.9 
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Fig. 2-5 The relation betwe巴n the stre口gth
and freeness in soda plllp prepared from 

Beech (Buna). 
Cooking condition 

NaOH added 15% , temp. 160'C, time 5hrs, 
liquor ratio 3.5L/kg. Pulp yield 53.3% , 

Roe No. 7.6 
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Fig. 2-5 The relation between the strength 
and freeness in soda plllp prepared from 

Bamboo.grass C excepted pareロchyma).
Cooking condition 

NaOH added 15% , temp. 160 C , time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L!kg. Pulp yield 38.0% , 

Roe No. 9.6 

5u !;I) 71) 
Freeness (5.i�.) 

10 



。
晴
、
と
「
叫
。
賠
陣
打
足
斗
N
m車
道

ぺU
→
作
活
・V討
さ
・
同
一
忍
・
設
定
・
到
思
・
川
市
幹
但

.
。
a
d
F
h司
M
M￡e
M
n
刊
唱
同O
』

-
0

0

3

 

v
a
-
E
E
-
-
E・
E
・
-
'
・
・
・a
-
a
E
L
E

内
邑M
Z
}若
宮
』@
ι門
ピ
s
t

品
一
一
4

・
・
・
ぉ

3000 

'" 

4ιp， CG 

IHG 

-
O
C
4司h
d
可
己
・
ω
-
A
F
H
U
H
-
L

l
 

o

z

 

f
 

r
E
B
E
a
E
E
E
E
E
E
'
O
I
L
-
a
 

h
r
S
}ど
い
凶a
-
H
ω広
司
、
←-e
@ム
飼

S ト 30仰

4ι20" 

¥ 
6 f-3t'$c 

5l'C 

1;0# 

v-，ーとと enj，叩冊。

品 5'0 ~o 持"
Fr-eenes.s [S. R.) 

3

8

 

ω
u
g
a
w
m司
S
3
m
\
Z
M
M

也
ロω
'
hザ
悶
ピ

Z
4
d崎
戸
コ
一E
O
O吋

Fig.3一一3 The r邑lation between the strength 
and freeness in sulphate pulp prepared from 

B旦mboo.grass (excepted joints) 
Cooking conditio口

NaOHl 
Naiis iadded15%(as NazO>,

sulphidity 30% , temp. 150 C, time 5 hrs , 
1 iquor ratio 3.5 L/kg. PlIlp yield 52.0% , 

Iミoe No. 1.1 
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Fig. 3-2 The relation between the streロgth
and freeness in sulphate pulp prepared from 

Bamboo.grass (excepted ioints). 
Cooking co口dition

NaOHl 
Nhs iadded15%(旦s Na20), 

slllphidity 30% , temp. 130 C , time 1 hr , 
liqllor ratio 3.5 L/kg. PlIlp yield 60.0% , 

Roe No. 5.8 

Fig. 3--1 The relation between the strerrgth 
and freeness in sulphate pulp prepared from 

Bamboo.grass (excepted ioints). 
Cooking condition 

NaOHl fadded 15~:' (as Na30) , Na,S I 
sulphidity 30% , temp. 100 C , time 1 hr, 
1 iquoj' ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 65.0% , 

Roe No. 8.4 
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Fig. 3-6 The relation between the strength 
and freeness in sulphate pulp prepared from 

Beech (Buna). 
Cooking condition 
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sulphidity 30% , temp. 150"C , time 5 hrs, 
liquor ratio 3.5L/kg. Pulp yield 46.0% , 
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Fig. 3-5 The relation betw巴en the strength 
and freeness in sulphate pulp prep訂ed from 

Bamboo-grass (excepted parenchyma). 
Cooking condition 

NaOHl N;;SU fadded 15% (as Na20) , 

sulphidity 30% , temp. 130o C , time 1 hr, 
liquor ratio 3_5 L/kg. Pulp yield 59.0% , 
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関係は， 50 S. R. 付近で最高の強度を示したり

Bí'i官官はii[ri /l IJ部に比べ著しく劣る c 短小である柔

組織細胞を取り除くことにより， 紙力特に破裂

度，耐折度が良好となる

木材の硫酸塩パんフ。に比較して，同じローエ佃!

のパルプでも，一般に紙力は劣る。

叩解度の上昇は，木材に比べて短時間である

ふれはプイブリノレ化がiまとんど行われない聞に水

和が起りやすぺ， ミれが繊維の絡み合いを悲く

し，へミセノL ローズが多いにもかかわらず紙力が

弱L 、理由と考えられるュ

4.3 中性E硫酸ソーダ法

結果は Fig.4-1 ょう Fig. 4-7 に示した

蒸解度，日[l~n度，白i部およひ‘柔細胞等の因子と

紙ブJ との関係は， ソー夕、法および硫酸塩法等の場

合とほとんど同じである このパルプのヰ寺徴とし

ては，一般ι淡色であり，同ーローエ何のパルプ
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Fig. 3-7 The relation between the strength 
and fr凹ness in sulpate pulp prepared from 

Red pine (Akamatsu). 

Cool王ing condition 
NaOHl N;;S" r added 15% (as Na20) ，叫phidity 30% , 

temp. 150o C , time 5 hrs , liquor ratio 4 Ljkg. 
Pulp yield 51.0% , Roe No. 6.2 

では，プナより破裂度，裂断長が劣る。耐折皮はほとん

ど差異がないじ

つぎ1こ惨透回収法による中性!ff\fv11酸ソ{ダ法の結果を

示すリパルプは 3.3 試験中の No. 1, 3, 5, 7, 9, 11 

の 6 個を}f]1，、て行った その結果は Table9 に示 Lt-::0

前にものべたようにこの紙力試験の紙料は連続的に回

収液を使用して蒸解してえられたものであるが，各回の

紙力の相違は，蒸解の場合と同じようにほとんど認めら

れなかった しかし， No.1 の新液のみの場合が最も良

好であった。紙力試験の結果からみると，連続 11 [0]桜度

与見叩@ 、 L 川o I a 行わつて叫もあ抗まり甥影附:胤な凱Lい、と!::\，い、うにことMカ肘き拘る二

4初， 50 町耐.。曲nM.J{印5.'川.，灼 白 I 4.4 筒分けと紙力
Fig. 4-1 The r官lation between the strength 

邑 笹をパルプ化した場合に不利な点の一つは，低収率と
and freeness in neutral sulphite pulp 

prepared from Bamboo勾grass \，、うことであるけその原因はしばしばのべてきたよう
(excepted joints). 
Cooking condition に，柔細胞部分の機械的損失によるものである。この部分

Na2S0:l added 15% , t疋mp. 160'C , time 5 hrs，の損失を完全になくしてパルプ収率を高めることは同時
liquor ratio 3.5 Ljkg. Pulp yield 67 .4%, 

Roe No. 11.8 に紙力低下をきたす結果となるので，収率と紙力との関



1
l
H
C∞
l
l
 

制
労
岬
岬
詳
よ
怒
ぷ
有
明
同
議

t
h

ω
G
E
C
L
S
M
V
民
@
凶
F
H

」
円M
U
H。ι

i
 

L

8

 

司
斗A
叫
日
1
引
4叫
。
畠

5'け

キ1- 40J

3G , 

, Iト ZOG

H
時
臨
時

L
H白
k
k

o

g

 

d
r・
-
-
E・
E
・
E
・
E
・
-
-
E
E
-
-
-
-
L
E

主
主
)
Z
J
M凶z
g

同
凶
Z
A
2・
・
e
h囚

'" 

2" 

3" 

2-1 20 

'" 

2ι2QQ 

'" 

議
∞
H
d

'" 

v--一以己記:L-
40 50 正o 1a gg 

'" ", '" 

Fig. 4-4 The relation between the strength 
ann freeness in neutrall sulphite pulp 

prepared from Bamboo.grass (joint part). 
Cooking condition 

Na2503 added 20% , temp. 10"C , time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L/kg. PlIlp yield 53.2% , 

Roe No. 9.9 

Fig. 4-3 The r巴lation between the strength 
and freene~s in neutral sulphite plllp prepared 

from Bamboo.grass (excepted joints). 
Cooking condition 

Naョ50" added 25% , temp. 160' C, time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 57 .4%, 

Roe No. 5.2 

80 50 Go '10 
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Fig. 4-2 The relation between the strength 
and freeness in neutral sulphite pulp prepared 

from Bamboo.grass (excepted joints). 
Cooking condition 

Nae50:l added 20% , temp. 160'C , time 5 hrs , 
liquor ratio 3.5 L/kg. PlIlp yield 60.4%, 

I~oe No. 8.9 
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Fig. 4-7 The relation between the strength 
and fr巴巴ness in neutral sulphit巴 pulp
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liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 83.1% , 
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Fig. 4-6 The relation between the strength 
and freeness in neutral sulphite pulp prepared 

from Beech (Buna). 
Cooking condition 

Na2S03 added 20% , temp. 160 C, time 5 hrs, 
liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 64.5% , 

Roe No. 8.1 
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Fig. 4-5 The relation between the strength 
and freeness in neutral sulphit巴 pulp prepared 
from Bamboo.grass (excepted parenchyma). 

Cooldng condition 
Na2S03 added 20% , temp. 160o C , time 5 hrs , 

liquor ratio 3.5 L/kg. Pulp yield 38.5% , 
Roe No. 5.0 
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Table 9. Strength of paper made from Bamboo'grass neutral sodium sulphite pulp. 

hpt lsu凶ance IThickn吋 De耐y;Fmmmil叩rsti昭 IB問akingllOOTearTg FoldInE 
lll|strength  i length StmgtulEndmnce 

g/mZ mm!  g/cm:< S.R.! /δubstance km Substance 

仏o 0.110 I 0.582 52 5.74 I 6.89 比 7 302 

3 62.5 0.110 0.568 ~ 47 5.44 6.09 78.4 281 

5 I 66.5 0.120 0.554 53 5.04 5. 

64. 3 O. 1 10 ! O.悶 53 4.28 I 5. 
9 67.0 0 ・ 125 0.536 1 46 1.39 1 5 

11 63.2 0.110 i 0.575 52 1.51 6 

90 71.4 

87 74.7 

66 84.3 

04 83.9 

係〔これは柔細胞損失と紙力との関係になる)を矢口って，工業的には目的に店じて調和させる必要がある

と考え，本試験を行った。

試験方法は{流出空塩法の笹ベノレプを用い，これを TAPPI 法の飾部試験機により， 飾分けを行い， えら

れた各プラグシヨンのパルプについてその筒分率を測定し，顕微鏡観察，紙力試験および混合抄紙試験を

行った。

4.4.1 飾分試験

試料パルプの蒸解条件は次のとおりである〉

チップ(絶乾) 600g lY促 比 (L/kg) 3.5 

度 130"C全アルカリ (Na~O として) 20% 温

硫化率 309る 同上持続時間 2 時間

空た，えられたパルプの収率は 51. 3%，ロ{エ何は :3.6 であったっ

ñ市分けの方法は TAPPI 法によった〉これは無水物として 10g 相当のtfI!潤パルフ・を離解機でよく離解

後，あらかじめ流量 8.3L/min に調撃した節分試験機のと部より原;併を;1:1111 し， 1覚Fド機により携狩しつ

つ， 特有メ γ シユの金網を設置した 4 つの，l:~ï (24 , 42 , 80 , 150 メッシユ〉を通過せしめて続分けられ

る。この各槽にとどまった部分をあつめてパルプを乾燥秤量し節分率を算出した なお， 150 メッシユを

超過する部分は金巾製の袋〔平織 70x80 メッシユ)にtrll集して紙力試験にmいた?各節分71五の紙力試検

結果は Table 10 に示すとおりである。

締分率をみると， 150 メッシユ通泊fii\が最大，ついで 24 メッシユにとどまる部分，最小は 80~150 メ

Table 10. Strength of paper made fro口1 thβscreened sulphate pulp of Bamboo-grass 

ゎ I 100 X ! ~ 100 X I 

Eと1記芯I;「(
%昔 .:JLU. , miu g/m" mm  I g/，μcm3 I t白a口C回e I km 't匂ヨncαe

>24 ~~ L ~，' ~~A r r  

m叫 l 札 4 2 ・ 1; 2勾 65 55.0 I 0.082 0 ・ 671 10 ・ 00 I 10.86 156.7 2607 

24~42; 10.5 2.8 225 105 64.4 O.ωo 0.716 i 8.96; 9.57 122.6 2344 

仏80 I 9.7: 3.4 220 日 64.4 0側!
80~ 150: 2. 7 : 4.01 225 i 50 I 64. 5 

0.732 1 

0.090! 0.717 : 

0.747 

6.62 6.94 79.3 904 

く 150 43.7 3.7 - I - 56.0 0.075 I 

100.0 3.7 230 1 45 56.0 0 卿 0.709 8.20 9.32104.11175 
Entire 

pulp I 'Vv.V  v ", ~VV 
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γ シユ部であった J

惰分けした各ブラクシヨンについて紙力試験を1子った結果は， 24 メッシユにとどまる部分の強度(耐折

皮を除いて〕は，アカマツの i司法パルプより高い側を示し，メッシユの増大につれ強度は減少し， 150 メ

ッシユ通i8部では紙にすることが困難なほど強度はi成少した J これによって微細な細胞を多量に合むこと

が，全休の紙力iこJEt影響を及ぼしておることがしられる。

この実験の|深，すなわちメッシユ別にシート作製の際に用いたパルプは水と 4 もに金網を通って鎖失す

るので，その歩沼りを参考のために制定した その方法は稀釈原佑(シート 1 枚に相当する)を，定量感

紙(東洋楢紙 No. 6) で j慮illl乾燥，秤量したものと，他方常法によりシートを作製し，それを乾燥， 1"1'量

して前者に対する後者の割合にて歩間りをJ算出した、その結果は Table 11 に示したこ

同表からみると， 42~80 メ、Y シユ・フラクシ

ヨンまでは損失部が少ないが， 150 メ、y シユ・

フラグシヨンはきわめて大となり，工業化の場

合に考慮されなければならない問題と考える。

Table 11. The retention of fiber in the forming 
of Bamboo-grass hand paper. 

節分けしてえた各フラクシヨンの繊維長およ

び巾を測定した結果を Table 12 に示した

この表に示すとおり， メッシユの異なるにつ

れ，級縦長は泊、なり相違するが，巾は割合差が

すくないのなお， 150 メッシユを通過する1m分

Fraction 
screened 

> 24mesh 

24~ 42 

42~ 80 

80~150 

く 150

Entire fiber 

, Fiber retained 
i e l F113er lossed 

on the screen 
。ど 0/
。/。

96.68 3.32 

95.37 4.63 

95.0 ,-, 1.95 

91. 96 8.04 

60.15 39.85 

94.77 5.23 

Table 12. Fiber 1巴ngth and Fiber width of Bamboo-grass screened sulphate pulp fiber. 

Fraction screened 
max. min. Ave 

Fiber length m m  

I max. min. Ave 

Fiber width μ 
Fiber length: 
Fiber width 

>21 mesh 2.37 0.83 1.45 17.4 8.7 13.9 104 

24~ 42 1. 93 0.28 1. 12 17.1 8.7 12.8 88 

42~ 80 1.49 0.28 0.88 17.4 7.0 11.0 80 

80~150 1. 76 0.17 0.84 17.4 7.0 10.4 84 

は次の写真に示すように，ほとんとe粉状なので測定しなかったυ 平均繊維長は1. 261mm (加重平均)， rlJ 

は 13.2μ，長さ/rIJは 97 であったコ長さ rlJ ともにlllt往の i!llJ定領めより大である今なお，メヴシユ別の顕

微鏡写真は Photo 1 に示すとおりである、これは Gentiana Violet Blue で染色して撮影したものである。

この写真にみられるごとく，筒分けによって各部を厳密に区分することは困難である=しかし 150 メ

γ シユ通過部は比較的単一な細胞の集合のようにみえる。

4.5 混合妙紙試験

笹パル 7'の平均織縦長が，それほど短いというほどではないが，紙力の点で劣る原因は，微細細胞を多

量に混合するためであるが，その定量的影響についてしるために本実験を行ったこ

実験法は 4.4 に用いたと同じように，硫酸塩法によりパルプ化し， 部分けを行った後， 24 メヅシユ Jこ

とどまる部と， 最も微細な部分の 150 メッシユを通過する部分とを用いて種々の割合に混合して抄紙し

たっなお， n[J解は各部混合前に行ったものと，混合後に行ったものとの 2 種に大別して比較したG その結
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Fraction 1 C>24mesh) 

Eractio口 2 C24~42mesh) Fraction 3 C 42---'80mesh) 

Fraction 4 C80~150mesh) Fraction 5 (く 150mesh)

Photo 1. Photomicrograph of the screen-analysed fiber of Bamboo-grass sulphate pulp_ 

( x 17) 

井は Fig.5 に示すとおりである。

この結果からl珂らかなことは 150 メッシユ通過郊の混合率が高いはど紙力は低下するが， 50% 混合1"i'

度までは{lkT緩慢で，それより 150 メ Y シユ部が多くなると比較的急速に低下することである。

叩解と j見合との関係は，叩解前に混合したものの方が，その逆の場合にくらべて一般に紙力がすぐれて

いる。

ロIlß招待目 nは微細部分が多いほど長く要する。
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験試白:軍
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以上の試5史的果から t wrcf唆塩法および中性Im硫酸ゾーダ法による笹パルプl土，製紙!日として充分使則し

これをさらに高\及印刷祇として使JIlする場合には漂白を:必要とするので漂白試喰うるものと考えられる

を行ったり

白色えられたベルプにつき紙力，まず，予備実'lfitにより孫自条f'lーを lh定して，漂白の本試淡を{子い，

上七中l?;のためにアカマなお，皮，千二j逢明弘 11ft I吸収性等について試!践し，漂白パルプの附買を検討したハ

ツ，プナを)fj\，、た。

自5.1 漂

試料の未附ベルプのロ{エ fillH工 3~5 の笥問を標準とした J パルプ製造および1党総処11]1はすべて前項と
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その条{'l".と結果は Table 13 のごとくである。同じように1"1'った

Table 13. 

Chemicals 
added 

Oノ
/υ 

Process I 
Raw 

material 
No. 

3.05 48.3 3.5 4 165 Na'lS0.1 25% N_S.S.P 

6.52 

3.77 

2.41 

4.23 

55.6 
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ここにえられたパルプを漂白主点検に j司 L 、た、

5.2 漂白試験

調製された各種のパルプについて予備試験を行った結果， 1 段j摂白は， .塩素r~í用量多く，また，白色度

の点からもあまり良好とはならなかった士また， 3 ~変i~~~白以上の多段漂白による場合， 3 段漂白と大差を

認めなかったので，塩素処現，アルカリ抽出およびi刷粉漂白による 3 段漂白により試喚することとした τ

試料は湿潤パノレ7・の状態で，絶乾 30 および 10g を同時にとり， 設行して両者を漂白し， 'Iìíï者は紙と

した後，紙力試験に，また後者は晒収率測定斤Jに供したο

塩素化は約 0.5% の塩素7Jくを 11]し、た

全有効塩素使用率は，ロ[五何相当量とし，塩素化に 75% ， f制粉漂白に 25% を使用した。 アルカリ

抽出には NaOH をノ勺レプにふJ し 3% 使用した。パルプ波茂はすべて 4% とし，境素化は室混，アル

カリ抽出は 70C C で 1 時!日j，附粉漂白は 45"C で 4 r1寺H íJ (!ïH干して仔ったO 各i段聞の洗ì(&í'iはプフナ{ロ戸ト

に金巾 (80x70 メッシユ)を綴布として用い，そのうえて、lí凶去を行った。

白色度は Photovolt 白色I乏，rl・を用いて測定した 試主主結果は Table 14 のとおりであるつ

Table 14 から，笹ベルプとアカマヅ，プナパルプと比較すると，中性亜硫酸ソ{ダ、法においては，有

効塩素使用量が少ないにもかかわらず，最高の白色皮を示したυ 抗酸塩法においても笹パルプの方が優れ

ていた。

製法別にみると*性'IT1硫隈ソーダ、法ノ勺レプの方が硫酸塩法パルプより漂白が容易である

5.3 紙力誌験

漂白パルプにあっては，未明パルプほど紙力を要求されることはないが，それでも印刷用に供する場合

などでは，ある税度の強度が必要であるので，漂白nÎj後の強度比較を行ったっその結果は Tabl色 15 に示

しずこ。

Table 15 から，一定叩解皮に達するまでの叩両~時間は，'[(E ベノ~ 7'はほぼ同じであるが，プナ，アカマ

ツ硫酸塩法の場合のみやや多くの時間を要した。

緊度はし、ずれもがI白により大となった"

紙力のうちには漂白により増加するものと，低下するものとがある。中性亜硫酸ゾ{ダ法ノ〈ルプはし、ず

れも増加した

比破裂度および手引折長は一般に低下し，上ヒ引裂支および耐折毘はと昇する傾向がある。

Table 14 Bleaching 

1 は Chlぽinatio口! 2 nd. Alkali extraction 
Expt. 一一

No it:l;;relTmplTime fNaOH add叫 T町T平 Time
% oC min %ハC min 

B 1 

B 2 

B 3 

2ω22 80 3 

4.89 16 正 3 ;/ 

2.83 16 60 ろF

/0 

4乙

B 4 し 81 ;6 60 /'.グ

60 

B 5 3.17 22 80 グググ

Note. . . ,B1 , B2, B3, B4 and B5 correspond respectively to the sample number in Table 13. 
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5.4 その他の誌験

上記手，\.!!iJítにより -j校m~:氏としての迎否についてしることができるが，印刷紙としては祇力のほか，~. �lI 

l吸収度および不透明度が重安であるので，これについても試験を rl'った

この試料は漂白にIH \，、たものと同ーの未11商パノ1- 7・を同一条{千て、己主白したものて、ある J

すなわち，中性部硫酸ソーダ法および硫酸塩法によりパルプ化し， 減白後 71) ー不ス 220 (Can. Std.� 

に調製抄紙し前段に供した}

5.4.1 ìlbl剛丈性試積

これはllb浮遊主主 (Oil floatation method)μ よ 1) í'fった Fなわち，薬局法ヒマシ 1111をシ刊ーレ rl" に

とり，その仙の表面に一定大きさの試験紙片を'('1-ばせ，そのぷ聞に IIUが彦透するまでの時間を測定し，そ

の数値をもって ilb吸収悦を表わした なお，この測定は紙の両面について行った。その結果は Table 16 

に示した。

笹はプナ，アカマツより i山l吸収性が良併であり，侃喰:ÞfJ，法iおいて特に顕著である

方法別では中性!lli硫股ゾー〆法よりも，硫酸塩法の方がRfJ:子であった この原因は化学的にはへきセノL

p~ ズの多いこと，また，物玉県的には織維形態の相迷;こ悲くものと考えられるの組面!と平滑国では前者の

方が良好であった、l
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Table 16. Oil absorbency of Bamboo.grass papers. 

Oil absorb巴ncy
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Beech 10.3 15. i 

2.1 2.5 

Beech 3.9 4.6 

Iミed pine 5.4 8.1 

5.4.2 不透明度目投

試料は 5.4.1 と同一試料を別い， Mart巴n photometer により測定したu

この測定法は， まず検休を白色標準体 (MgSo.l) _f~.においてその光度を測定する。 このさいは光は紙

および白色体の災面より反射する光線の平日である いまこれをぬとする! つぎに同ーの検休を;1，，1，，\色体

(t，%色ピロ{ド〉の図上におき，そのときの反射光皮をiJlIJ定し R.，とすれば，検体の不透明度は (R，/Rl)

x100 で示される この伯は完全不透明休では 100，完全透明休では O であるコ

その結果は Table 17 に示した。

Table 17. Opacity of paper made from Bamboo.grass pulp. 

Expt. Kind of Prnr~oo Substance Freeness T'r;~l， '_~a" Opacity 
N0. l 悶叩le l Process l f l Brightness i 

l I g/lポ cc%
Neutral 

1 I Bamboo.grass' sodium 72.6 190 70 71.1 
1!s日lphite

2 Beech グ 73.5 180 76 61.9 

3 iBamboo.grass' Sulphate 72.2 250 70 72.3 

4 Beech 76.2 230 76 69.2 

5 Red pine 66.0 210 66 52.9 

笹はプナ，アカマツに比較して不透明度が高い J また，製法別にみると硫酸士宮L法の方が， rl't-J立:.illi硫酸ソ

{〆法のパルフ・より高い

6. 総括

通常ネマガリ !l'ケと称する 2 種の笹 (Sasa kzげilensis MAKIKO et SnIßA'l'A, Sasa senanensﾎs RmJD.) 

について，化学的一般分析を行った後，製紙パルプをうるためのゾ{ダ，硫酸塩および中性直面F峨ゾ{ダ

法によりパルプ化試験を行い，さらに漂白および紙力試論を行って，笹の製紙用パルプ主しての適否につ

いて検討した。その結果の概要は次のとおりである。

試料に用いた笹は，全得長約 2m，直径約1. 5cm，肉厚 2~6mm，容積重 0.44~0. 77g/cc であったc

繊維長は一般には 0.5~1. 5mm でプナよりは長繊維のものも相当あるが，きーわめて微細細胞を多量に

含有することが著しい特徴である。長いものは木材繊維に比し長対巾の比が大で繊細な繊維細胞であるつ

化学分析の結果は木材に比べ，灰分，アルゴール・ベンゾール抽出物，ベントーサ‘ンなど多く， リグニ
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ンは針梨樹と広主主樹の中l! iJ佐度である。

卸iîiilはf1'íi I1 Dî'i[\よりややペント{ザン多く，市IE管Jf--I組織は基本組問より 1 % NaOH 抽品物jが少ない〕

it~解はいずれの蒸煮法によるも蒸煮により繊維化することは，木材より著しく容易で，薬品使Jll率少な

く，より低温，かっ，短時間にて充分に繊維化された J これは笹リグニンが木材lこ比べて著しく治出しや

すしためにパルプ化にあたり IJl~ 1) IJ'ニンが急速に進み，高ペント{ザンパルプとなりやすいためて、ある 3

渉透18[数による中性iJli硫酸ゾ{ダJ衣点、は，総 i) .ili し 11 I'~IJ まで行ったが，はじめの一円をじれ、て収率，

色調，ロ{エfíJf[等にはほとんど影響は認められなかったー

未明パルプの紙力消倹稔'[;tH土ー一般に木材に'})るが，実後部閉内では硫酸塩法およひ:rio :Ifb!li lVl1酸ソ{ダ2去

にまきり，前 2 者には顕著な中Ilì主は認められなかった》

紙力の射し、bi(国としては微細細胞を多i去に含むためで，これを除去することにより収率は低下するが，

アカマザパルプの紙力以上に到達しうる。

組織と強度とのW~述性をみると， rm自n\はí:Hil!lJ i'\i\ より劣る。

n[l解度と紙ブJ との関係は，一般に 50 ， S. R. で最高を示すが，引裂度の最高は， これよりもフリ{ネ

ス大なる方にみとめられる、

fj'(i分けした各 7 ラクシヨンと紙力との関係は倣細部 (150 メヴシユ通.ìtl川)は紙力を著しく ~J~.Jめる原因

となっている。最長部とのiJi\合の場合に相互に 50% 混合までは著しい強度低下はl認められないが，これ

より微削 iíílの増加につれ急激に低下する

笹パルプの泌白はプナ，アカマヅなどに比べて容易であって同一ロ{エ側パルプをIth、た場合に，笹が

白色皮は最高であった}同じ笹パルプでは白色皮の!1~i1立は，

中性Ì!TI硫酸ソー〆バルブ〉硫!喰塩法〉ゾーダ'll，

て、あった。

笹ペノレ y・の紙状プナ，アカマヅより，その tlUi吸収性および侭透明性良好て‘ある

1反するに笹は微細繊維(むしろ細胞というべきか)を多景にふくみ，高ペントーザン合有のノ之ノレ 7・とな

りやすいυ

収率をある程度犠牲にして，微制繊維を除去すれば，木材と強度の点、で遜白りなし、パルプがえられるり

紙力をあまり必裂としないIfl途，たとえば，各種印刷紙などには，その印刷適性が以1汗と考えられるの

で良質!ボ料となるであろう

終りに木町究遂行上種々ご指導ご鞭縫を賜わった安倍林盛化学部長に深謝する)
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Yasumm:a YけNEZAWA , Fumihiko Kτ Kucm , Kango MTYA7, λ KT , Tak王ashi 1N け川}[【λr川T可川I

Isao TAKA品NOο) anc1 Kun廿inoωri U日A l\班旧I口r : 

Stuclies on the Proc1uction of Chemical Pulps from Bamb:->o・grass.

R駸mn� 

The northern section of Japan has an abunc1ant growth of bamboo・grasses.

There they grow very c1ense , especia11y in Hokkaic1o. 

There are several species , b� the more common anc1 abunc1ant ones ar巴 Sasa

Kurilensis M収rNO et SmA'l'A , ancl Sasα senanensis RmJD. 

1'l1ir total amount is estimatec1 to be about fifty mi1lion tons , allcl their age 

to be genera11y uncler seven years. 

Bamboo thrives vigorously , bdng in most cases interspersec1 among other 

trees. 

The utilization of bamboo-6rasses means, in effect,‘killing two birc1s with 

on色 stone' ， as they obstruct afforestation. 

In the prese口t instance , we have carriec1 out systematic stuclies on the 

procluction of chemical pulp from bamboo-grasses. 

We analyzed Sasa Kurilensis MAK1NO et 5mBA'I'A and Sasa senanensis REIfD 

which were commonly ca11ecl Nemagari c1ake , conc1uctec1 cooking by the soclaｭ

sulphate-and neutral sulphite process for the purpose of proc1ucing paper making 

pulp , and testec1 their bleac1lability anc1 strength also. 

1'ested Bamboo-grass measurec1 2 m in length , 2-6 mm in thickness , ancl 0.44 

-0.77 g/cc in volume weight. Though a few fibres measurec1 more than 2 mm 

in length, the fibre-length genera11y was 0.5-1.5 mm, anc1 the extremely fine 

part under 0.5 mm, supposedly the c己11 of funclamental tissue , was as much as 

40%. 

R巴sults of the chemical analysis show that the contents of ash, alcoholｭ

b:mzol extractives , ancl pentosan were higher than those of woocls; anc1 that of 

lignin came b:=tween the soft and the harc1 woocls. 

The joints were slightly richer in pentosans , ancl vascular tissue was consiｭ

derably less in 1% NaOH extractives as compared with fundamental tissue. 

羽Te cookec1 Bamboo-grass by the soda-sulphate-and neutral sulphite process , 

ancl tried the impregnation methocl in neutral sulphite process also. 

Cooking was much easier in both cases as comparecl with woods. For 

instance , we coulc1 cook utilizing less c~lemicals ， lower temperature , and shorter 

time. 

Since lignin in Bamboo-grass was removec1 consic1erably easier than in the 

case of woods , the produced pulp , it was suggestec1, was inclinec1 to be rich in 

pentosans. 

We tried re-using impregnating liquor eleven times in neutral sulphite proc巴ss，
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but it was not badly influencecl on yield, coJor, ancl Roe numbεr except in the 

case of the first cooking. 

G巴nerally speaking, in the strength of unbleached pulp , socla pulp was weak, 

and KP ancl NSP were almost alike strong, but they were inferior to those in 

woocls. It was attributed to the fine cells. We coulcl make Bamboo-grass pulp 

which was stronger than that from Recl Pine by removing the fine cells thorou・

ghly, but this reduced the yield by half. 

Observing the relation between tissue of Bamboo-grass ancl its pulp str官19th ，

pulp from the part of the joint was weaker. 

As regarcls the relation bεtween freeness ancl Bamboo-grass pulp strength , 

generally the strength reachecl its maximum at 500 S. R. , ancl only the tearing 

strength showecl its maximum at a degree lower than 50' S. R. 

Juc1ging from the relation between screenecl fractions of Bamboo・grass pulp 

ancl its stren豆th ， the part of the fine cells showecl very weak strength. We 

could hardly make paper from Bamboo-grass pulp passecl through 150 mesh; but 

paper made from Bamboo-grass pulp retained at 24 mesh was stronger than that 

made from Red Pine. 

Screening Bamboo-grass pulp , then mixing the longest and the shortest fracｭ

tions at a verying ratio , the strength of the mixecl pulp decreased gradually ti11 

the ratio became 50,%; but when the shortest fraction was adclecl to give a ratio 

higher than 50,%, the strength clecrasec1 acutely. 

1n bleaching the same Roe number pulp of Beech, Rec1 Pine , anc1 Bambooｭ

grass, the most bleachable was Bamboo-grass pulp. However, bleachability of 
Bamboo-grass pulp became c1ifficult in the following orc1er: NSP , KP , soda 
pulp. A characteristic of Bamboo-grass pulp was that its oil absorbency was 

goocl ancl its opacity high. 

From the foregoing we may c1ecluct the main point of this paper to be: 

Bamboo-grass can be cooked utilizing milcler conc1itions than can be applied 

to woods. 

Since lignin in Bamboo-grass is easily removed, proc1ucecl pulp is inc1inecl to 

be rich i口 pentosans. Owing to the high content of fine fibres , the strength of 

Bamboo-grass pulp just as it is, is lower than that of Beech; but by removing 

the fine fibres (anc1 c1ecreasing the yielcl) , we can considerably increase the 

strength. 

Bl巴aching of Bamboo-grass pulp being comparatively easy, oil absorbency 

is goocl ancl opacity high; ancl when usec1 for printing paper without removing 

the fine fibres , we may reasonably expect a point of excellence which we cannot 

find in wood pulpi". So , such a utilization, we believe, wi11 be most advanｭ

tageous. 


